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「 利 尻 山 登 山 利 用 の あ り 方 」 の と り ま と め に つ い て  

と り ま と め に あ た っ て 基 本 と な る 考 え 方  

 「利尻山の自然を守ることを最優先に登

山利用を続けていく」というメッセージを

こめる。 

 多くの島民の意向をふまえた、利尻山に対

する「地元の声」「地域のビジョン」であ

り、地域からのメッセージとして対外的に

発信されていくものである。 

 今年度は、島民の意見を取り入れるための

『利尻山登山利用のあり方（案）』（たたき

台」を作り上げる。わかりやすく表現され

たものが必要である。 

 身近な利尻山を今一度見直すよい機会。利

尻山と長く付き合っていくための自主的

な活動が起きれば。 

 将来にわたって議論が続けられ、活用され

ていくべきものである。 

 

 

 

「 利 尻 山 登 山 利 用 の あ り 方 」 の 構 成 ・ 表 現  

 コンセプトを表す「あり方」と具体的な対策を整理した「取り組み」に再整理。 

 「あり方」における具体的な対策の記述は、「あり方」のイメージをより明確に伝えるための

実施例程度のものとする。 
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管理の中核を
担う組織

島民

旅行代理店
登山ガイド

山岳関連団体

登山者
観光客

地域

島外

· より多くの人に利尻山の現状を伝え、
取り組みに対する理解を求める

· 利尻山を守る拠りどころ、課題
解決の道しるべとなるもの

· 利尻山に対する島民の関心・
理解、地域のシンボルを守る
意識を高めるもの

地域からのメッセージ

意識の共有
「地元の声」に
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「 利 尻 山 登 山 利 用 の あ り 方 」 を 「 地 元 の 声 」 と す る た め に  

 今年度とりまとめる「利尻山登山利用のあり方（案）」は、より多くの島民の意見を集め、「地

元の声」として集約していくための「たたき台」である。 

 「地元の声」として集約していくためのプロセスを検討しておくべきである。 

 平成 22 年度に「利尻山登山道等維持管理連絡協議会」が実施する対策案の 1 つとして提案し

てはどうか？検討部会（仮称）が実施する活動の 1 つとも考えられる。 

 

 

  

平成２２年度平成２１年度

「地元の声」として集約

『利尻山登山利用のあり方』（案）
「あり方」が必要とされ、その骨格を検討した、ということ

『利尻山登山利用のあり方』

本検討会でのとりまとめ

「地元の声」として集約するための素案づくり 協議会島民

島民

旅行
代理店

登山
ガイド

山岳
関連団体

登山者 観光客

協議会

検討部会

これから「地元の声」としてあり方を定めていくことの表明

旅行
代理店

登山
ガイド

山岳
関連団体

登山者 観光客

「地元の声」としてあり方を定めたことの表明

島内（島民・協議会）へのアピールを中心に
※どのような手段・機会を利用して効果的にアピールするか？

それぞれの層に効果的に伝えるための手段・機会

「利尻山登山道等維持管理
連絡協議会」の事業として
実施してはどうか？

「利尻山登山利用検討会」
（本検討会）の成果の１つ

検討部会（仮称）からの
提案（対策）の１つ

本検討会における
『利尻山登山利用のあり方』とりまとめ

平
成
２
１
年
度

平
成
２
２
年
度

§ 関心を高めるための工夫

§ 意見聴取方法の検討

『利尻山登山利用のあり方』（案）

あり方（案）に対する島民意見の聴取

§ 意見集約方法の検討

§ 発信する対象・媒体（目に見え
る形での完成形）の検討

『利尻山登山利用のあり方』の集約

『利尻山登山利用のあり方』の発信
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